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協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

お申し込みは右のQRコードから
協会行事予定の「お申込み」へ

日
時　

10
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
～
正
午

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

�

前
畑
香
氏
（
神
奈
川
歯
科
大
学
非
常
勤
講
師
、
神
奈

川
県
開
業
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

80
人

部
分
床
義
歯
か
ら
総
義
歯
ま
で
を
一
連
に
考
え
た
治

療
（
仮
題
）

大
阪
市
北
部
・
東
部
地
区
講
習
会

日
時　

10
月
８
日
（
日
）
10
時
30
分
～
12
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

井
川
博
幸
氏
（
協
会
医
業
税
理
士
団
税
理
士
）

会
費　

無
料

定
員　

50
人

電
子
帳
簿
保
存
―
診
療
所
で
の
日
常
対
応
、
ど
こ
ま

で
必
要
か

経
営
税
務
部
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

10
月
７
日
（
土
）
午
後
３
時
～
５
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

�

佐
々
木
昇
氏
（
尼
崎
中
央
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部
長
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

30
人
＋
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
（
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
）

循
環
器
系
疾
患
・
骨
粗
鬆
症
治
療
に
お
け
る
医
科
歯

科
連
携
～
顎
骨
壊
死
に
つ
い
てP

ositionP
aper

２
０
２
３
の
概
要

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会
　
医
科
歯
科
連
携
経
験
交
流
会

日
時　

10
月
１
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

�

小
笠
原
正
氏
（
よ
こ
す
な
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
、

日
本
障
害
者
歯
科
学
会
理
事
長
）

会
費　

３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

80
人

歯
科
医
療
が
困
難
な
方
へ
の
歯
科
医
療
～
障
害
者
、

有
病
者
の
リ
ス
ク
管
理
～

10
月
度
生
涯
研
修

日
時　

９
月
30
日
（
土
）
午
後
７
時
～
９
時

会
場　

東
洋
ビ
ル
４
階
７
号
室

　
　
　

（
南
海
高
野
線
堺
東
駅
下
車
３
分
）

講
師　

�

大
前
政
利
氏
（
り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
歯
科

口
腔
外
科
部
長
）

定
員　

50
人

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

薬
剤
関
連
顎
骨
壊
死
の
病
態
と
管
理
～
ポ
ジ
シ
ョ
ン

ペ
ー
パ
ー
２
０
２
３
の
変
更
点
と
診
療
所
に
お
け
る

留
意
点

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
講
習
会

無料相談

雇
用　

９
月
21
日
（
木
）
14
時
～
16
時

法
律　

10
月
２
日
（
月
）
14
時
～
16
時

税
務　

10
月
18
日
（
水
）
14
時
～
17
時

※�

会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

経税部

税
務
調
査
で
ル
ー
ル
破
り
横
行

対
策
セ
ミ
ナ
ー
で
警
戒
促
す

と
し
て
国
税
通
則
法
が
定
め

る
▽
事
前
通
知
▽
帳
簿
書
類

の
提
示
・
提
出
▽
結
果
説
明

―
―
な
ど
の
項
目
を
紹
介
。

そ
の
上
で
、
国
税
庁
が
煩
雑

な
手
続
き
を
回
避
す
る
た
め

に
、
「
確
定
申
告
に
つ
い
て

の
お
尋
ね
」
な
ど
と
題
し
た

文
書
を
納
税
者
に
送
付
し
、

帳
簿
や
関
係
資
料
の
送
付
を

求
め
る
ケ
ー
ス
が
相
次
い
で

い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ル

ー
ル
破
り
の
調
査
に
警
戒
を

促
す
と
と
も
に
、
調
査
担
当

者
が
突
然
訪
れ
た
場
合
は

「
『
診
療
中
の
た
め
後
ほ
ど

連
絡
す
る
』
と
言
っ
て
断

開
い
た
。

　

講
師
を
務
め
た
疋
田
英
司

税
理
士
（
協
会
税
理
士
団
）

は
、
「
国
税
庁
は
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
税
務
調
査
の
遅
れ
を

取
り
戻
そ
う
と
し
て
い
る
」

と
指
摘
し
、
適
正
な
手
続
き

を
逸
脱
し
た

調
査
が
実
施

さ
れ
て
い
る

実

態

を

報

告
。
注
意
を

呼

び

か

け

た
。

　

疋
田
氏
は

税
務
調
査
の

手
続
き
要
件

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
行
動
制
限

が
緩
和
さ
れ
、
対
面
が
原
則

の
税
務
調
査
の
活
発
化
が
懸

念
さ
れ
る
な
か
、
経
税
部
は

医
科
協
会
と
合
同
で
８
月
26

日
、
「
税
務
調
査
対
策
セ
ミ

ナ
ー
」
を
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
で

り
、
顧
問
税
理
士
の
立
ち
合

い
の
上
で
対
応
す
る
こ
と
が

重
要
だ
」
と
強
調
し
た
。

　

税
務
行
政
の
Ｄ
Ｘ
化
に
つ

い
て
言
及
し
た
同
氏
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
や
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
、
電
子
帳
簿
保
存
法
な

ど
に
よ
っ
て
、
国
税
当
局
の

情
報
収
集
の
幅
が
広
が
っ
て

い
る
と
説
明
。
今
後
ど
の
よ

う
に
運
用
さ
れ
る
か
注
視
す

る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
、

「
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
納

税
者
の
権
利
を
守
る
た
め
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

強
調
し
た
。

◦�国保料・介護保険料の値上げをしない
◦�国保料の値上がりが明らかな、国保統一保険料に反対する
◦�資格証明書・短期被保険者証の未交付はやめる。高校生までの保険者
証は１年以上とし、無保険状態をつくらない
◦�子ども医療費助成制度の窓口負担を無料にする
◦�高齢者・妊産婦の医療費助成制度の設立につとめる
◦�紙の保険証を廃止しないよう、国に求める
◦�市民の歯と口腔の健康づくり推進、健康寿命の延伸をめざして歯科口
腔保健条例制定につとめる
◦�すべての市民が安心して歯科健診を受けられるよう歯科健診制度を拡
充する
◦�特定健診に合わせて歯科健診を実施できるよう拡充する
◦�保健センターに常勤の歯科医師と歯科衛生士を配置し、市民の歯と口
腔の健康を守る拠点として充実させる
◦�市民の暮らし・医療・福祉・教育の充実を最優先する。経済効果を狙
う公共事業ではなく、生活改善に向けた公共事業につとめる
� 東大阪市長選挙予定候補・内海公仁
� 大阪府歯科保険医協会　東大阪・八尾・柏原地区責任者・矢部あづさ

　

南
河
内
、
東
大
阪
・
八
尾

・

柏
原
各
地
区
は
８
月
27

日
、「
カ
タ
シ
モ
ワ
イ
ナ
リ

ー
見
学
＆
ラ
ン
チ
会
」
を
共

催
、
22
人
が
参
加
し
た
。

　

参
加
者
は
、
大
正
時
代
に

ワ
イ
ン
の
醸
造
に
成
功
し
た

大
阪
ワ
イ
ン
の
１
０
０
年
の

歴
史
を
学
び
、
ブ
ド
ウ
畑
で

は
古
く
か
ら
あ
る
様
々
な
品

種
の
ブ
ド
ウ
の
食
べ
歩
き
、

古
民
家
の
並
ぶ
町
の
散
策
、

ワ
イ
ン
工
場
な
ど
を
見
学
し

た
。
有
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
貯
蔵
庫
や
昔
の
器

具
も
あ
る
。
ラ
ン
チ
会
で

は
、
明
治
～
大
正
時

代
の
醸
造
器
具
に
囲

ま
れ
た
空
間
で
、
ワ

イ
ン
造
り
や
ブ
ド
ウ

の
品
種
な
ど
商
品
の

背
景
ま
で
遡
り
な
が

ら
、
カ
タ
シ
モ
河
内

ワ
イ
ン
の
試
飲
と
地

元
フ
レ
ン
チ
シ
ェ
フ

の
料
理
を
堪
能
し

た
。

ブドウ畑で解説を聞く参加者

カ
タ
シ
モ
ワ
イ
ン
を
満
喫

南
河
内
地
区
、東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地
区

29
年
ぶ
り
の
改
訂

　

協
会
は
、
こ
れ
ま
で
収
支
が

黒
字
の
時
の
み
に
会
館
建
設
や

災
害
対
策
資
金
、
備
品
購
入
費

な
ど
を
、
資
産
と
し
て
積
み
上

げ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
近

年
は
、
消
費
税
の
引
き
上
げ
や

物
価
高
騰
な
ど
に
よ
り
、
急
激

な
正
味
資
産
の
減
少
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を

打
開
し
、
会
員
に
よ
り
良
い
活

動
を
提
供
す
る
た
め
、
５
月
の

総
会
で
29
年
ぶ
り
の
会
費
改
定

を
決
定
し
ま
し
た
。
会
員
の
皆

様
に
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

新
し
い
予
算
の

枠
組
を
確
立

　

こ
れ
ま
で
の
資
産
の
減
少
対

策
と
し
て
次
の
よ
う
に
考
え
て

　協会は、５月28日に開催した第56回定期総会で、29年ぶりとなる

会費引き上げを決定しました。年々、歯科を取り巻く状況が厳しく

なる中での会費引き上げについては大変心苦しい限りですが、ご理

解のほどよろしくお願いいたします。

い
ま
す
。
会
館
建
設
費
用
と
し

て
は
、
今
後
、
50
年
間
で
約
３

億
円
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
災

害
対
策
積
立
金
は
、
大
災
害
時

に
半
年
程
度
、
会
費
収
入
が
な

く
て
も
活
動
で
き
る
よ
う
に
現

在
、
約
１
億
５
千
万
円
程
度
の

積
立
金
を
２
億
４
千
万
円
程
度

ま
で
積
み
立
て
る
計
画
で
す
。

備
品
の
積
立
は
年
間
の
減
価
償

却
分
か
ら
試
算
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
支
出
を
経
常
支
出
的

に
予
算
化
し
て
い
き
ま
す
。

制
度
改
善
等
を
進
め

る
活
動
と
身
近
で
専

門
性
の
高
い
相
談
活

動
の
強
化

　

協
会
活
動
の
源
泉
は
、
専
門

性
を
持
っ
た
事
務
局
集
団
で

す
。
し
か
し
財
政
状
況
を
鑑

み
、
現
在
減
少
し
て
い
る
マ
ン

パ
ワ
ー
を
回
復
出
来
て
い
ま
せ

ん
。
近
年
、
社
会
保
障
や
医
療

を
取
り
巻
く
情
勢
が
厳
し
く
な

る
中
、
制
度
改
善
を
求
め
る
活

動
が
さ
ら
に
必
要
と
な
り
ま

す
。
協
会
活
動
は
、
高
い
専
門

性
を
持
っ
た
事
務
局
が
必
要
で

す
。
こ
う
し
た
事
務
局
と
役
員

集
団
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
手

を
携
え
、
会
員
の
皆
様
の
日
常

診
療
を
支
え
、
患
者
さ
ん
の
受

療
権
を
守
る
た
め
に
全
力
を
上

げ
て
い
き
ま
す
。
同
時
に
会
員

の
先
生
方
に
よ
り
身
近
な
活
動

を
提
供
し
て
い
け
る
よ
う
全
力

を
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
会
員
の
皆
様
の

協
会
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
重
ね
て
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

（
大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会

�

理
事
長　

小
澤
力
）

正会員5500円→6500円
勤務医3000円→3500円

会費改訂のお知らせ

東大阪市長選挙にのぞむ政策協定（抜粋）


